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相手がいる喜び、役に立つ喜び 

   ～自己有用感を育む～ 

 私が以前、担任をしていたときのことを思い出しました。 

「学校が休みの日、朝からみそ汁と卵焼きを作ってくれてうれしかったです。」連絡帳かに

書かれた保護者からのメッセージを見て、私は温かい気持ちになりました。自分のためだ

けだとなかなか動けなくても、家族のため、友達のためなど、誰かのためになると思うと

張り切って頑張る子供たち。さらに「おいしかったよ」「うれしいなぁ」「またよろしくね」

「ありがとう」そんな言葉をもらうとうれしくて、また何かしたい、今度はどんなことが

できるかなと考える子供たち。誰かが喜んでくれる、自分が役に立った、必要とされてい

ると実感する子供たちから、その大切さを改めて感じました。 

 家庭科の学習でそんな経験をたくさんさせたいと、「家族を喜ばせよう」のテーマに様々

な学習を計画しました。その中で「『家族のためのきんちゃく袋』を作って喜ばせよう」と

いう学習に取り組んだ時のことです。 

 

 まず、誰にどんな袋を作ろうかを考えました。子供それぞれが送る人への「思い」をも

ちながらきんちゃく袋の製作に取りかかりました。型紙から始まり、完成まで自分で考え

て作り上げる時間。使ってもらいたい人がいるから、目的があるからこそ浮かんでくるア

イディア。「ポケットがあると便利だから余った布でポケットを付けたい」「お母さんのイ

ニシャルを刺しゅうしてもいいですか」など相手がいるからこそ「もっとこうしたい」と

いう願いが生まれ、必要性を感じながら新たなことに挑戦する姿がたくさん見られました。 

 渡したときの喜ぶ顔を想像しながらミシンに向かう真剣なまなざし。自分のものなら少

しくらい縫い目が曲がっていてもそのまま縫い進めるのに、「丁寧に作りたいから」「お父

さんに喜んでもらいたいから」と曲がった縫い目をほどいて、もう一度まっすぐ縫い直す

姿に、「誰かのために作る」と真剣さが伝わってきました。こうして、一人一人が世界にた

った一つの「きんちゃく袋」を」完成させました。 

 子供たちは、誰かのために何かをしてあげたい、というとても素直で温かい気持ちをも

っています。相手の顔が見えると、もっとこうしたい！という意欲をもちます。そしてそ

れを相手の人に喜んでもらえたとき、そのことがうれしさや自己有用感に変わり、さらな

る意欲や態度につながっていくのだと思います。 

 コロナ禍にあっても、学校や家庭で、あるいは地域でのそんなかかわりやつながりで、

みんながもっともっと幸せな気分になることを願っているところです。 

                        （文責 校長  吉見祐悦）  
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◇ 共に 仲間と協力、最高の運動会 ～秋季大運動会～ 

 秋晴れのすがすがしい天候の中、子ども達が創る運動会が開かれました。精一杯

に頑張る子どもたちの姿が見られました。 

 

左写真） 

3 年生男子 

右写真） 

5 年生表彰 

 

 

 

右写真） 

1 年生表現 

左写真） 

中学年綱引き 

勝った瞬間 

 

 

左写真） 

中学年綱引き 

右写真） 

高学年棒取り 

 

 

 

左写真） 

赤組応援団 

右写真） 

白組応援団 

 

 

 

 今年は、赤組の大勝利に終わりました。短期間の準備でも、めあてをもって取り

組む子どもたちには、本校がめざす「夢に向かって挑戦する子ども」の姿がたくさ

んありました。みんなのためにやりたいことを実現するその実行力は、本当に素晴

らしいです。 



◇ 読書の秋 ～校長先生読み聞かせ～ 
 読書の秋です。素敵な本との出会いはとても幸せな気分にさせてくれます。学校

ではちょっとした時間を見つけては活字に目を通す子どもたちがたくさんいます。  

 校長先生は、全校朝会でヨシタケシンスケさんの「みえるとかみえないとか」と

いう本を読んでくれました。校長先生の読み聞かせ後、この本は大人気となり、な

かなか借りることができないベストセラーになりました。 

 

◇ アサガオリース作り ～1 年 

 

◇ 人権の花植え ～4 年生～ 

          

◇ サトイモ収穫 ～5 年生～ 

今年はたくさんの里芋が採れました。全校芋煮会は中止となり

ましたが、大収穫に子どもたちには大満足の笑顔がみられました。 

右写真） 

「一人では持てません」 

 

 

 

 

  



 

 

日 曜 校内行事 

１４ 月 午前授業 市小中学力向上対策研修会 ＡＬＴ 立哨 

１５ 火 共生社会の実現に向けた講演会（５・６年）ＡＬＴ ＰＴＡ学区パトロ

ール 

１６ 水 ＩＳＯの日 ＡＬＴ 

１７ 木 ＩＳＯの日 ＡＬＴ 

１８ 金 東根市教育委員会委嘱公開授業研究会 ＡＬＴ 

１９ 土  

２０ 日  

２１ 月 ＡＬＴ 

２２ 火 委員会活動 「なかよしの日」 ＡＬＴ 

２３ 水 勤労感謝の日 

２４ 木 代表委員会 ＡＬＴ  

２５ 金 ＡＬＴ 

２６ 土 ひがしね STEAM アカデミー 

２７ 日  

２８ 月 職員会議 ALT 

２９ 火 読み聞かせ（下学年） ＡＬＴ ＰＴＡ学区パトロール 

３０ 水 クラブ 立哨 

１ 木 さくらんぼ環境ＩＳＯ実践交流会 ＡＬＴ 

２ 金 いのちの教育講演会（６年） ＡＬＴ 

３ 土 ４年学年行事 

４ 日  

５ 月  

６ 火 読み聞かせ（上学年） ＡＬＴ ＰＴＡ学区パトロール 

７ 水 委員会活動 ＡＬＴ 

８ 木 １年学習発表会 ＡＬＴ 

９ 金 ２年学習発表会 学校保健委員会 ＡＬＴ 

１０ 土  

１１ 日 １１日（日）～２０日（火）交通安全「互いに守る思いやり」県民運

動 

１２ 月 ＡＬＴ 

１３ 火 集会（クリスマス） ＡＬＴ ＰＴＡ学区パトロール 

１４ 水 クラブ（最終） 「なかよしの日」 ＩＳＯ 立哨 

１５ 木 ＩＳＯ 

１６ 金 代表委員会 


